はた y その 事実 を 的確に 表現す るた めに 機能 を 発揮す 

べき もの だ。 

その 次に、 日本の 探偵小説 は 街 学す ぎる ところが あ 

る。 ヴ アン. ダインの 悪影響 かと 思う が、 死んだ 小 栗 

虫太郎 氏な どゝ なると、 探偵小説 本来の 素材が 貧困で、 

それ を 街 学で ごまかす、 こういう 銜学は 知性の あべ こ 

ベの もので、 実際 は 文化的 貧困 を 表明して いるものな 

ので ある。 世間 一般に ある こと だが、 独学 者に 限って 

語学の 知識 を ひけら かした がるが、 語学な ど は 全然 学 

問で も 知識で もな く、 語学 を 通して 読まれた テキスト 

の 内容 だけが 学問な の だが、 一 般に 探偵小説 界は、 ま 



が、 果して その 仕掛で 殺せる か、 殺せる としても その 

プ ロバ ビリ ティが どのくらい 高い もの か、 そういうと 

ころ は 徹底的に 批判して、 作者 自身が この 程度で なん 

とかな ろう、 というよ うな 安易な 気持で 書いて おいた 

としたら、 トコ トンまで 追求して、 その 不埒な 安易 さ 

をギ ユウ/ \ 油 をし ぼ つ て やらねば ならない。 こうい 

うと ころが 日本の 探偵小説の 今後の 発展の ために 最も 

重大な ことで、 この 根本に 確実な リア リテを 欠いて い 

たなら、 その 作品 は 完全 落第な ので ある。 

小 栗 虫太郎 氏の 作品な ど は、 仕掛の 確実 さ を 追求し 

たら まことに 怪しい ォソ マツな ものば かりで、 その 安 
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